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研究成果の概要（和文）：北東アジアの危機に瀕した古アジア諸語に属するユカギール語，チュ

クチ語，コリャーク語，ニヴフ語に関して，各メンバーが現地調査に基づき，音韻，文法面に

見られる諸特徴を系統的・類型的視点から整理分析し，相互比較をおこなった。 
研究成果の概要（英文）：This study facilitated research on endangered Paleosiberian languages 
spoken in Northeast Siberia, such as Yukaghir, Chukchi, Koryak, and Nivkh. On the basis of 
each fieldwork, it analyzed the phonological and grammatical features from genealogical and 
typological perspectives and conducted a mutual comparison among these languages. 
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１．研究開始当初の背景 
 北アジアの古い言語の名残を留める古ア
ジア諸語に関する過去の研究の大半は，ロシ
ア人言語学者によるものであった。特に 19
世紀から 20 世紀にかけてシベリアの流刑地
に送られた政治犯による言語記述は，本格的
な古アジア諸語研究の先駆けとなった。さら
にソビエト政権下では，先住民の協力のもと
に組織的な文法，辞書，教科書の編纂事業が
進められた。 
しかし，1990 年前半に始まるペレストロ

イカ以降，研究状況は一転した。すなわち，

ロシア人による現地調査が資金調達の難し
さから困難になるのに反比例するように，外
国人，とりわけ日本人研究者による現地調査
が活性化し，一次資料にもとづく文法記述や
辞書やテキストの編纂が精力的におこなわ
れるようになってきた。 
本研究は，そのような日本人研究者をメン

バーとしており，本研究を始めるにあたって
は，言語間の類型論的比較研究をおこなうに
足るデータがそれぞれの言語において蓄積
されてきつつあったという背景がある。特に，
古アジア諸語に属する諸言語は相互に系統



を異にするのみならず，類型的にも多様であ
る。音韻，形態，統語のいずれにおいても，
他の言語から明確に区別されるような古ア
ジア諸語独自の共通の構造的特徴はこれま
で見出されていない。とはいえ，個別に共通
する諸現象については，近年の古アジア諸語
研究の進展により，その詳細が明らかにされ
つつある。このように，古アジア諸語に関す
る知見が集積されつつあるこの時期に本研
究をスタートさせることは大いに意義があ
ると考えた次第である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，次のとおりである。 
A) 古アジア諸語に属する諸言語（ユカギール

語，チュクチ語，コリャーク語，ニヴフ語）
の一次資料をより一層充実させていくこ
とにより，各言語の記述を精緻化させ，そ
の性格を浮き彫りにする。 

B) 一次資料の蓄積を基に，各言語間の類型的
な比較研究をおこない，多様性の背景にあ
る各言語の歴史的問題や言語接触による
影響関係のメカニズムの問題などに探り
を入れる。 

 これらの目的を実現するために，具体的
には，次のような研究をおこなう。 
a)  現地調査による一次資料の収集 
b)  フォーマルな文法記述 
c)  類型論的比較研究 

 
３．研究の方法 
 基本的には，各メンバーが各年度一回ずつ
の現地調査と，それによって得た一次資料の
整理分析を柱に研究を進めていった。研究内
容は，各メンバーがこれまでおこなってきた
現地調査と，それによって得た成果と課題に
基づき決定した。具体的には次の通りである。 
 研究代表者の呉人（惠）は，当初の計画の
通り，現地調査により，コリャーク語の音韻，
形態，統語にわたる諸現象の解明に努めると
ともに，すでに出版されているテキストМ. 
Куребито・Т. Н. Аятгинина (2006) の整理分析
をおこなった。また，メンバー全員の成果の
とりまとめをおこなった。分担者の遠藤は，
ユカギール語の現地調査および文献資料調
査による資料収集をおこなうとともに，調査
結果および既存の文献資料の言語コーパス
化の推進を進め，類型論的視野によるユカギ
ール語（特にコリマ・ユカギール語）の文法
的特徴の再検討をした。呉人（徳司）は，チ
ュクチ語の特に他動性と能格性という動詞
の形態論・統語論的特徴に焦点を当てて調査
研究を進めるとともに，辞書と民話テキスト
の編纂をおこなった。白石は，ニヴフ語の音
韻論では子音連続，文法では所有表現とそれ
にかかわる母音脱落現象に焦点をあて，デー
タの収集ならびにその分析に努めた。また， 

音声資料のデジタル化やテキスト編纂を進
めた。 
 
４．研究成果 
 各メンバーがそれぞれの専門とする言語
に関し，現地調査をおこなうことによって一
次資料を収集するだけでなく，その一次資料
をテキストや音声資料として公刊した。また，
各メンバーは 終的にはそれぞれの言語の
フォーマルな文法を編纂することを目標と
しているが，本研究では，それぞれが課題と
している問題について，考察を深め，文法記
述をさらに進めることができた。 
各メンバーの具体的な研究成果は以下の

とおりである。 
呉人（惠）は，現地調査により新たなコリ

ャーク語の一次資料を収集するとともに，イ
ンフォーマントとの協力体制により，すでに
公刊済みのКуребито・Т. Н. Аятгинина (2006) 
の形態素分析ならびに英訳を進め，その公刊
の準備をおこなった。また，その分析作業の
中で，特に動詞の屈折に関する諸問題を発掘
し，考察を深めた（呉人惠 2010a）。文法面で
は，特に，名詞修飾構造に焦点をあて，関係
節形成のストラテジーの解明（呉人惠 2008, 
M.Kurebito 2008），形容詞分類（呉人惠 2009），
形容詞と属性叙述の関連性，コリャーク語の
属性叙述の形態的・統語的特徴などの解明
（呉人惠 2010b, 近刊）に取り組んだ。これ
らはすべて，コリャーク語の文法現象の詳細
に記述であるとともに，類型論的視点からの
通言語的な比較研究でもある。特に，連体修
飾構造については，遠藤も下記の通りユカギ
ール語に関し研究を進めたため，相互に比較
研究が可能となった。 
遠藤は，現地調査により，特にコリマ・ユ

カギール語を中心とする新たな資料を収集
するとともに，資料のコーパス化に取り組み，
ユカギール語（特にコリマ・ユカギール語）
の個々の形態音韻論的・文法的項目に関して
可能な限り多数のデータを揃えた。さらに，
コリマ・ユカギール語の形態音韻論的特徴に
ついてフォーマルな記述を進め，一般言語学
的視野から考察した（遠藤 近刊）。またコリ
マ・ユカギール語の連体修飾構造・語形成の
手法に関して類型論的視野から再検討し，結
果となる論文を刊行した（遠藤 2010）。 
 呉人（徳司）は，チュクチ語の形態音韻
的特徴の一つである母音調和について記述
を行い，モンゴル語のようなアルタイ諸語の
母音調和と比較して，両者の類似点，相違点
を明らかにした(T.Kurebito 2008)。文法に関し
ては，チュクチ語のヴォイスに関するこれま
での研究をさらに進化させ，使役，逆使役，
逆受動のメカニズムを明らかにした (T. 
Kurebito 2008，呉人徳司 2010)。また，現地
調査で収集したチュクチ語の民話資料を音



韻表記するとともに，ロシア語，英語訳を付
して出版し，現地の学校教育の補助資料とし
て使えるようにした(T. Kurebito (ed) 2010)。チ
ュクチ語に関する辞典『チュクチ語・フラン
ス語・英語・ロシア語辞典』のための補足調
査を行ない，多くの用例を収集し，出版に向
けて編集作業を進めた結果，2010 年度中に出
版する見通しができた。この辞典は 700 ペー
ジを超える大型の辞典になるが，チュクチ語
の今後の研究のみならず，現地のチュクチ人
の学校教育にも大いに活用されることが期
待される。 
 白石は，子音連続，母音脱落の双方につい
て研究成果を国内外のいくつかの学会で発
表するとともに，投稿中のものも含め，この
テーマについて研究論文を複数執筆し，公開
した（Shiraishi 2008, 2009a, 2009b, 2009c）。ニ
ヴフ語の子音連続はその種類の豊富さから
従来とかくその特異性のみが強調されてき
たきらいがあったが，本研究はニヴフ語の子
音連続は音韻理論の枠組みの中で捉えなお
し，その特性を適正に評価するための道筋を
つけたものであると考える。このように本研
究はこれまでほとんど知られていなかった
ニヴフ語における韻律単位の安定度をフィ
ールドワークにより収集した新たなデータ
を基に論じ，韻律単位の形成にかんする言語
横断的な議論に寄与するものである。さらに，
ニヴフ語音声資料も毎年着実に公刊した（白
石・ローク 2007, 2009a, 2009b）。 
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